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本日の概要

•農業情報設計社の概要

•現在提供中の農作業支援システムの概要と今後

•農業情報設計社の目指す未来の農業

•制度面での課題や今度の期待等
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農業情報設計社の概要

本社所在地：北海道帯広市西8条南40丁目1番6号

設立年月日：2014年4月21日

従業員数 ：フルタイム４名+テンポラリー1名

資本金 ：2736万円（資本準備金を含む）

代表者 ：代表取締役CEO, ファウンダー 濱田安之
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メンバー
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代表者の経歴

1970年(S45)生まれ、北海道大学農学部、農業機械化研究所、

農林水産省、北海道農業研究センターを経て現在に至る

農業機械の自動化・情報化を専門

GPSガイダンスシステムの研究開発

ロボットトラクタの研究開発

通信制御の共通化技術の研究開発
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主たる業務内容
１）農業機械の情報化・自動化（ロボット化）に関する
知見提供
コンサルティング・セミナーの開催
農業機械に搭載する情報機器の受託開発
企業・組織が対象
２）GPSガイダンスシステム等の農作業を支援するシス
テムの提供
農業者の方々が対象
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弊社が提供する農作業⽀援システムの構成
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作業の間隔が⼀定でないと…

肥料、薬剤などの資材や燃料の無駄、作業効率の低下
撒きすぎによ作物へのダメージや病害⾍の発⽣

作物の収量・品質の低下
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GPS/GNSSガイダンスシステム
真っ直ぐで等間隔な作業をアシスト
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GPSガイダンスシステムの課題
非常に高額であること (50-300万円)
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強⼒なユーザーベース（世界３位）
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すでに世界中で農業者にご利⽤頂いています

Total Downloads

Brasil

US

Spain

Japan

Poland

Italy
Germany

France
Russia

Hungary

Others
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139か国
39,000km/⽉
30,000ha/⽉
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AgriBus-NAVIのこれから
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AgriBus-Connect

• 農作業のデータを⾃
動で記録し、有効活
⽤
• 農業ICTをより便利

に＋作る⼈と⾷べる
⼈を繫ぐ技術へ
• すでにいくつかの農

作業管理システムと
の連携に向けた取組
を開始
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AgriBus-G+
• センチ単位のRTK-GPS

を⼤幅に低価格化
• 電源を⼊れたらすぐ使

える使いやすさ
• 農業機械とスマートデ

バイス、クラウドを結
ぶ「ハブ」
• ⾃動操舵・ロボットト

ラクタの中⼼デバイス
とすべく取組を重ねて
いるところ
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ハードウエア構成

Bluetooth

SIMカード

3Gモジュール

⼀周波
RTK-GNSS
モジュール

×２

LoRA
モジュール

農業機械⽤
通信I/F

(CAN) ×２

MCU (NXP 
LPC 1769)
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システムの構成

ホクレン
GNSS補正情報

サービス

AgriBus-ConnectRT
リアルタイム通信

AgriBus-Connect
農業クラウドICT AgriBus-NAVI

農業機械
AgriBus-G+

⾼精度位置情報

⾃動操舵制御コマンド

⾃動操舵
制御コマンド

GNSS
補正情報

GNSS
補正情報

サービス開始当初より提供予定
2018年中に提供開始予定

現在位置と
農業機械
情報

現在位置と
農業機械情報

農業機械情報
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期待される効果
• 圃場における農作業においては

• センチ単位のRTK-GPSを⼤幅に低価格化
• 統合デバイスとして電源を⼊れたらすぐ使える使いやすさ

• ⽣産管理・⽀援システムとしては
• 作業者の現在位置や作業の状況が分かることで地域として効率的な作業が可

能に（牧草の収穫作業など）
• 収集したデータの利活⽤

• ⼤きな⼿間なくデータを⾃動収集できることで農作業データの利活⽤がより
⾝近に

• ⾷料を作る⼈・⾷べる⼈を繫ぐ技術へ

農業機械とスマートデバイス、クラウドを結ぶ「ハブ」としてのIoT
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農業情報設計社の⽬指す未来
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農作業の本質は作物を育てることで
農業機械を運転することではない

防除の本質は作物を守ることで
農薬を散布することではない

施肥の本質は作物を健やかに育て
収穫量を確保するためであって
肥料を撒くことではない
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農薬を散布しないことで収益を上げる農薬メーカー

肥料を散布しないことで収益を上げる肥料メーカー

農業機械をユーザーに売らないことで収益を上げる
農業機械メーカー

新しい農業生産のかたちを支える基盤技術を
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ロボット化＆一人で複数台作業を可能に

「スケーラブルな農業機械」の実現へ 
農作業のクラウド化に向けた基盤を提供

新旧・メーカーを問わず対応

農業機械の買い足しとシェアリングを可能に
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ターゲット

農業者数

３０％
４億ユーザー

３０％
１０００万台

１３億人 ３０００万台
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制度⾯での課題や今度の期待等
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１．海外展開等に係る課題
輸出規制への対応
事務処理リソースの確保
技適への対応
国内・海外向け３Gモジュールの違いによる課題

２．農業データ連係基盤
国内での取り組み（WAGRI）と国際的な取り組み
（AgGateway）との連携
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ポケットに入るこの新しい技術が 
世界中の農業機械と農業を変えていく
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畑・田んぼ・作物に一番近い先進技術で農業の生産性向上に貢献を 

より良い農業へのチャレンジを支える
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